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二
松
学
舎
大
学
宋
明
資
料
輪
読
会
里
仁
篇
班

序　

言

　

本
稿
は
、『
中
國
哲
學
』
第
四
十
八
号
（
北
海
道
大
學
中
國
哲
學
會
、
二
〇
二
一
年
三
月
刊
）
に
掲
載
の
「『
朱
子
語
類
』
巻
二
六
～
巻
二
九

訳
注
（
一
七
）
の
続
稿
」
で
あ
る
。
本
訳
注
（
一
八
）
は
巻
二
七
里
仁
篇
下
「
子
曰
參
乎
章
」
を
検
討
し
、
報
告
す
る
。
訳
注
（
一
）
の
巻
頭

に
記
し
た
「
序
言
」「
凡
例
」
は
、
原
則
と
し
て
本
稿
に
お
い
て
も
踏
襲
し
て
い
る
の
で
、（
一
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

輪
読
会
里
仁
篇
班
の
参
加
者
は
、
石
原
伸
一
（
茨
城
高
等
学
校
・
中
学
校
教
諭
）、
小
幡
敏
行
（
横
浜
市
立
大
学
教
授
）、
久
米
晋
平
（
秀
明

大
学
専
任
講
師
）、
中
根
公
雄
（
二
松
學
舍
大
学
非
常
勤
講
師
）
で
あ
る
。

　

各
条
の
担
当
者
は
、
巻
二
七
里
仁
篇
下
「
子
曰
參
乎
章
」（
里
15
・
１
～
17
）
が
久
米
晋
平
で
あ
る
。

『
朱
子
語
類
』
巻
二
六
～
巻
二
九
訳
注
（
一
八
）
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『
朱
子
語
類
』
巻
第
二
十
七　

論
語
九　

里
仁
篇
下

［
里
15
］
子
曰
參
乎
章

子
曰
、
參
乎
、
吾
道
一
以
貫
之
。
曾
子
曰
、
唯
。
參
、
所
金
反
。
唯
、
上
聲
。
○
參
乎
者
、
呼
曾
子
之
名
而
告
之
。
貫
、
通
也
。
唯
者
、
應
之
速
而
無
疑

者
也
。
聖
人
之
心
、
渾
然
一
理
、
而
泛
應
曲
當
、
用
各
不
同
。
曾
子
於
其
用
處
、
蓋
已
隨
事
精
察
而
力
行
之
、
但
未
知
其
體
之
一
爾
。
夫
子
知
其
眞
積
力
久
、
將

有
所
得
。
是
以
呼
而
告
之
。
曾
子
果
能
默
契
其
指
。
卽
應
之
速
而
無
疑
也
。
子
出
。
門
人
問
曰
、
何
謂
也
。
曾
子
曰
、
夫
子
之
道
、
忠
恕
而
已
矣
。
盡

己
之
謂
忠
、
推
己
之
謂
恕
。
而
已
矣
者
、
竭
盡
而
無
餘
之
詞
也
。
夫
子
之
一
理
渾
然
而
泛
應
曲
當
。
譬
則
天
地
之
至
誠
無
息
、
而
萬
物
各
得
其
所
也
。
自
此
之
外
、

固
無
餘
法
、
而
亦
無
待
於
推
矣
。
曾
子
有
見
於
此
、
而
難
言
之
。
故
借
學
者
盡
己
推
己
之
目
、
以
著
明
之
。
欲
人
之
易
曉
也
。
蓋
至
誠
無
息
者
、
道
之
體
也
。
萬

殊
之
所
以
一
本
也
。
萬
物
各
得
其
所
者
、
道
之
用
也
。
一
本
之
所
以
萬
殊
也
。
以
此
觀
之
、
一
以
貫
之
之
實
可
見
矣
。
或
曰
、
中
心
爲
忠
、
如
心
爲
恕
。
於
義
亦
通
。

○
程
子
曰
、
以
己
及
物
仁
也
。
推
己
及
物
恕
也
。
違
道
不
遠
是
也
。
忠
恕
一
以
貫
之
。
忠
者
天
道
、
恕
者
人
道
。
忠
者
無
妄
、
恕
者
所
以
行
乎
忠
也
。
忠
者
體
、

恕
者
用
。
大
本
達
道
也
。
此
與
違
道
不
遠
異
者
、
動
以
天
爾
。
又
曰
、
維
天
之
命
、
於
穆
不
已
、
忠
也
。
乾
道
變
化
、
各
正
性
命
、
恕
也
。
又
曰
、
聖
人
敎
人
、

各
因
其
才
。
吾
道
一
以
貫
之
、
惟
曾
子
爲
能
達
此
。
孔
子
所
以
告
之
也
。
曾
子
告
門
人
、
曰
夫
子
之
道
、
忠
恕
而
已
矣
、
亦
猶
夫
子
之
告
曾
子
也
。
中
庸
所
謂
忠

恕
違
道
不
遠
、
斯
乃
下
學
上
達
之
義
。

［
里
15
・
１
／
二
七
・
一
］

本　

文

問
一
以
貫
之
。
曰
、
且
要
沈
潛
理
會
。
此
是
論
語
中
第
一
章
。
若
看
未
透
、
且
看
後
面
去
、
却
時
時
將
此
章
來
提
省
、
不
要
忘
却
。
久
當
自
明
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矣
（
１
）

。（
時
擧
）

校　

勘　

（
１
）
久
當
自
明
矣
―
楠
本
本
で
は
「
久
當
自
明
耳
」
に
作
る
。

訓　

読

「
一
以
て
之
を
貫
く
」
を
問
ふ
。
曰
は
く
、
且

し
ば
ら

く
沈
潛
し
て
理
會
す
る
を
要
す

（
１
）

。
此
れ
は
是
れ
論
語
中
第
一
の
章
な
り
。
若
し
看
て
未
だ
透
ら

ざ
れ
ば
、
且
く
後
面
を
看
去
き
て
、
却
て
時
時
此
の
章
を
將
ち
來
り
て
提
省
し
、
忘
却
す
る
こ
と
を
要
せ
ざ
れ
。
久
し
く
し
て
當
に
自
ら
明
ら

か
な
る
べ
し
。（
潘
時
擧（
２
））

口
語
訳

　
「
一
以
て
之
を
貫
く
」
を
質
問
し
た
。

　

答
え
た
、「
差
し
当
た
っ
て
（
当
該
章
の
内
容
を
）
集
中
し
て
取
り
組
む
よ
う
に
。
こ
れ
は
『
論
語
』
の
中
で
も
第
一
の
章
な
の
だ
か
ら
。

も
し
読
ん
で
透
徹
し
な
け
れ
ば
、
差
し
当
た
っ
て
（
当
該
章
よ
り
）
後
の
章
を
読
む
と
し
て
も
、
常
に
当
該
章
を
思
い
出
し
て
注
意
し
、
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。
そ
う
す
れ
ば
い
ず
れ
自
然
と
分
か
る
だ
ろ
う
。」
と
。（
潘
時
擧
録
）

注
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（
１
）
且
く
沈
…
…
を
要
す
―
「
沈
潛
」
は
、『
中
庸
章
句
』
序
に
「
熹
自
蚤
歳
、
卽
嘗
受
讀
、
而
竊
疑
之
。
沈
潛
反
復
、
蓋
亦
有
年
。」
と
あ
る
。

（
２
）
時
擧
―
「
潘
時
擧
」
は
（
里
６
・
３
）
に
既
出
（
そ
の
注
（
２
）
を
参
照
）。

［
里
15
・
２
／
二
七
・
二
］

本　

文

問
一
貫
。
曰
、
恁
地
汎
看
不
濟
事
。
須
從
頭
子
細

（
１
）

、
章
章
理
會
。
夫
子
三
千
門
人
、
一
旦
惟
呼
曾
子
一
人
而
告
以
此
、
必
是
他
人
承
當
未
得
。

今
自
家
却
要
便
去
理
會
這
處
、
是
自
處
於
孔
門
二
千
九
百
九
十
九
人
頭
上
。
如
何
而
可
。（
道
夫
）

校　

勘　

（
１
）
須
從
頭
子
細
―
楠
本
本
で
は
「
須
從
頭
理
會
」
に
作
る
。

訓　

読

「
一
貫
」
を
問
ふ
。
曰
は
く
、
恁
地
に
汎
く
看
れ
ば
事
を
濟
さ
ず
。
須
ら
く
頭
從よ

り
子
細
し
、
章
章
に
理
會
す
べ
し
。
夫
子
三
千
の
門
人
あ
る
も
、

一
旦
惟
だ
曾
子
一
人
の
み
を
呼
び
て
告
ぐ
る
に
此
れ
を
以
て
す
、
必
ず
是
れ
他
人
の
承
當
す
る
こ
と
未
だ
得
ず
。
今
自
家
却
て
便
ち
去
き
て
這

の
處
を
理
會
せ
ん
と
要
す
る
も
、
是
れ
自
ら
孔
門
二
千
九
百
九
十
九
人
の
頭
上
に
處
る
な
り
。
如
何
に
し
て
可
な
ら
ん
、
と
。（
楊
道
夫（
１
））

口
語
訳
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「
一
貫
」
を
質
問
し
た
。

　

答
え
た
、「
そ
ん
な
風
に
大
づ
か
み
に
読
む
の
で
あ
れ
ば
埒
が
あ
か
な
い
。
冒
頭
か
ら
細
か
に
見
、
は
っ
き
り
と
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。

夫
子
に
三
千
の
門
人
が
い
て
、（
孔
子
が
）
曾
子
一
人
だ
け
を
呼
ん
で
告
げ
た
の
だ
か
ら
、
き
っ
と
別
の
人
は
（
曾
子
の
境
地
を
）
引
き
受
け

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
い
ま
、
わ
れ
わ
れ
は
た
や
す
く
曾
子
の
境
地
を
理
解
し
よ
う
と
し
が
ち
だ
が
、（
そ
の
場
合
）
自
ら
が
孔
子
の
門
人
二

千
九
百
九
十
九
人
の
上
に
あ
る
こ
と
に
な
る
。
ど
う
し
て
よ
ろ
し
い
だ
ろ
う
か
、
よ
く
な
い
。」
と
。（
楊
道
夫
録
）

注（
１
）
道
夫
―
「
楊
道
夫
」
は
（
里
６
・
３
）
に
既
出
（
そ
の
注
（
２
）
を
参
照
）。

［
里
15
・
３
／
二
七
・
三
］

本　

文

一
以
貫
之
、
猶
言
以
一
心
應
萬
事
。
忠
恕
是
一
貫
底
注
脚
、
一
是
忠
、
貫
是
恕
底
事
。（
拱
壽（
１
））

校　

勘

（
１
）
拱
壽
―
楠
本
本
で
は
「
壽
仁
」
に
作
る
。

訓　

読
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「
一
以
て
之
を
貫
く
」
は
、
猶
ほ
一
心
を
以
て
萬
事
に
應
ず
と
言
ふ
が
ご
と
し
。「
忠
恕
」
は
是
れ
一
貫
の
注
脚
に
し
て
、
一
は
是
れ
忠
、
貫
は

是
れ
恕
の
事
な
り
。（
董
拱
壽（
１
））

口
語
訳

　
「
一
以
て
之
を
貫
く
」
は
、
ち
ょ
う
ど
心
一
つ
で
万
事
に
対
応
す
る
と
言
う
よ
う
な
も
の
だ
。
忠
恕
と
は
一
貫
の
注
脚
で
あ
っ
て
、
一
は
忠

で
あ
り
、
貫
は
恕
の
こ
と
で
あ
る
。（
董
拱
壽
録
）

注（
１
）
拱
壽
―
「
董
拱
壽
」
は
（
里
６
・
３
）
に
既
出
（
そ
の
注
（
２
）
を
参
照
）。

［
里
15
・
４
／
二
七
・
四
］

本　

文

一
是
一
心
、
貫
是
萬
事
。
看
有
甚
事
來
、
聖
人
只
是
這
箇
心
。（
從
周
）

訓　

読

一
は
是
れ
一
心
、
貫
は
是
れ
萬
事
。
甚
事
有
る
か
を
看
來
れ
ば
、
聖
人
は
只た
是
だ
這
箇
の
心
な
り
。（
竇
從
周（
１
））
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口
語
訳

　
「
一
」
は
一
心
で
あ
り
、「
貫
」
は
万
事
で
あ
る
。
何
が
あ
る
の
か
見
な
さ
い
。
聖
人
は
こ
の
心
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
だ
。（
竇
從
周
録
）

注（
１
）
從
周
―
「
從
周
」
は
竇
從
周
、
字
は
文
卿
。
鎮
江
（
江
蘇
省
）
の
人
。『
門
人
』
第
三
六
〇
頁
、『
書
院
』
第
一
〇
一
頁
、『
年
攷
』
第
一
〇
一
頁
、『
学
案

補
遺
』
巻
六
九
を
參
照
。

［
里
15
・
５
／
二
七
・
五
］

本　

文

或
問
一
貫
。
曰
、
如
一
條
索
。
曾
子
都
將
錢
十
十
數
了
成
百
、
只
是
未
串
耳
。
若
他
人
則
零
亂
錢
一
堆
、
未
經
數
、
便
把
一
條
索
與
之
、
亦
無

由
得
串
得

（
１
）

。（
銖
）

校　

勘

（
１
）
本
条
は
、
楠
本
本
「
子
曰
參
乎
章
」
に
は
な
い
。

訓　

読

或
る
ひ
と
一
貫
を
問
ふ
。
曰
は
く
、
一
條
の
索
の
如
し
。
曾
子
都
て
錢
を
將
て
十
十
に
數
へ
了
り
て
百
と
成
す
、
只た
是
だ
未
だ
串

つ
ら
ぬ

か
ざ
る
の
み
。
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他
人
の
若
き
は
則
ち
零
亂
の
錢
一
堆
、
未
だ
數
ふ
る
を
經
ず
、
便
ち
一
條
の
索
を
把
り
て
之
に
與
ふ
る
も
、
亦
た
得
て
串
き
得
る
に
由
無
し
。

（
董
銖（
１
））

口
語
訳

　

あ
る
人
が
「
一
貫
」
を
質
問
し
た
。

　

答
え
た
、「
一
筋
の
縄
の
よ
う
だ
。
曾
子
は
す
べ
て
銭
を
十
枚
ず
つ
数
え
て
百
枚
と
し
、
ま
だ
（
縄
で
銭
を
）
通
し
て
い
な
い
だ
け
だ
。
こ

れ
が
他
の
者
の
場
合
は
、
ひ
と
山
の
銭
が
あ
っ
て
、
ま
だ
数
え
て
も
い
な
い
か
ら
、
一
本
の
縄
を
与
え
た
と
し
て
も
、
串
ざ
し
し
よ
う
が
な
い

の
だ
。」
と
。（
董
銖
録
）

注（
１
）
銖
―
「
銖
」
は
、
董
銖
（
一
一
五
二
～
一
二
一
四
）
字
は
叔
重
、
槃
澗
先
生
と
称
さ
れ
る
。
饒
州
德
興
県
（
江
西
省
）
の
人
。『
門
人
』
第
二
七
六
頁
、『
書

院
』
第
九
六
頁
、『
年
攷
』
第
一
〇
一
頁
、『
学
案
補
遺
』
巻
六
九
を
參
照
。

［
里
15
・
６
／
二
七
・
六
］

本　

文

問
一
貫
之
説
。
曰
、
須
是
要
本
領
是
。
本
領
若
是

（
１
）
、
事
事
發
出
來
皆
是
。
本
領
若
不
是

（
２
）
、
事
事
皆
不
是
也
。（
時
擧
）
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校　

勘

（
１
）
本
領
若
是
―
楠
本
本
で
は
「
本
領
者
是
」
に
作
る
。

（
２
）
本
領
若
不
是
―
楠
本
本
で
は
「
本
領
者
不
是
」
に
作
る
。

訓　

読

一
貫
の
説
を
問
ふ
。
曰
は
く
、
須す

べ
か是

ら
く
本
領
の
是
な
る
を
要
す
べ
し
。
本
領
若
し
是
な
れ
ば
、
事
事
發
し
出
で
來
る
は
皆
是
な
り
。
本
領
若

し
是
な
ら
ざ
れ
ば
、
事
事
皆
是
な
ら
ざ
る
な
り
。（
潘
時
擧（
１
））

口
語
訳

　

一
貫
の
説
を
質
問
し
た
。

　

答
え
た
、「
本
質
が
正
し
い
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
も
し
本
質
が
正
し
け
れ
ば
、
現
出
す
る
事
柄
は
す
べ
て
正
し
い
。
本
質
が
正
し
く
な
け

れ
ば
、
何
事
も
す
べ
て
正
し
く
な
い
。」
と
。（
潘
時
擧
録
）

注（
１
）
時
擧
―
「
潘
時
擧
」
は
（
里
６
・
３
）
に
既
出
（
そ
の
注
（
２
）
を
参
照
）。

［
里
15
・
７
／
二
七
・
七
］
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本　

文

或
問
、
一
以
貫
之
、
以
萬
物
得
一
以
生
爲
説
。
曰
、
不
是
如
此
。
一
只
是
一
二
三
四
之
一
。
一
只
是
一
箇
道
理

（
１
）

。（〔
胡
〕
泳
。）

校　

勘

（
１
）
本
条
は
、
楠
本
本
「
子
曰
參
乎
章
」
に
は
な
い
。

訓　

読

或
る
ひ
と
「
一
以
て
之
を
貫
く
」
を
問
ふ
に
、
萬
物 

一
を
得
て
以
て
生
ず
を
以
て
説
と
爲
す

（
１
）

か
、
と
。
曰
は
く
、
是
れ
此
く
の
如
く
な
ら
ず
。

一
は
只た
是
だ
一
二
三
四
の
一
の
み
。
一
は
只
是
だ
一
箇
の
道
理
の
み
。（〔
胡
〕
泳
（
１
）。）

口
語
訳

　

あ
る
人
が
、「
一
以
て
之
を
貫
く
」
を
、（『
老
子
』
に
い
う
）「
萬
物 

一
を
得
て
以
て
生
ず
」
で
説
く
こ
と
を
質
問
し
た
。

　

答
え
た
、「
そ
う
で
は
な
い
。
一
は
た
だ
一
二
三
四
の
一
で
あ
り
、
一
は
一
つ
の
道
理
で
あ
る
。」
と
。（〔
胡
〕
泳
録
）

注（１
）
或
る
ひ
…
…
と
爲
す
―
「
萬
物
得
一
以
生
」
は
、『
老
子
』
第
三
十
九
章
に
「
昔
之
得
一
者
、
天
得
一
以
清
、
地
得
一
以
寧
、
神
得
一
以
靈
、
谷
得
一
以
盈
、

萬
物
得
一
以
生
。
侯
王
得
一
以
爲
天
下
貞
。
其
致
之
、
天
無
以
清
將
恐
裂
、
地
無
以
寧
將
恐
發
、
神
無
以
靈
將
恐
歇
、
谷
無
以
盈
將
恐
竭
、
萬
物
無
以
生

將
恐
滅
、
侯
王
無
以
貴
高
將
恐
蹶
。
故
貴
以
賤
爲
本
、
高
以
下
爲
基
。
是
以
侯
王
自
謂
孤
、
寡
、
不
穀
。
此
非
以
賤
爲
本
邪
。
非
乎
。
故
致
數
輿
無
輿
、
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不
欲

如
玉
、
珞
珞
如
石
。」
と
あ
る
。

（
２
）〔
胡
〕
泳
―
「
胡
泳
」
は
（
里
６
・
20
）
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
４
）
を
参
照
）。

［
里
15
・
８
／
二
七
・
八
］

本　

文

一
是
忠
、
貫
是
恕
。（
道
夫
）

訓　

読

一
は
是
れ
忠
、
貫
は
是
れ
恕
な
り
。（
楊
道
夫（
１
））

口
語
訳

　

一
は
忠
で
あ
り
、
貫
は
恕
で
あ
る
。（
楊
道
夫
録
）

注（１
）
道
夫
―
「
楊
道
夫
」
は
、（
里
６
・
３
）
に
既
出
（
そ
の
注
（
２
）
を
参
照
）。

［
里
15
・
９
／
二
七
・
九
］
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本　

文

一
者

（
１
）

、
忠
也
、
以
貫
之
者
、
恕
也
。
體
一
而
用
殊
。（
人
傑
）

校　

勘

（
１
）
一
―
「
一
者
」
の
上
に
、
楠
本
本
は
「
忠
恕
一
以
貫
之
」
の
六
文
字
が
有
る
。

訓　

読

「
一
」
と
は
、
忠
な
り
、「
以
て
之
を
貫
く
」
と
は
、
恕
な
り
。
體
一
に
し
て
用
殊こ

と

な
る
。（
萬
人
傑（
１
））

口
語
訳

　
「
一
」
と
は
忠
で
あ
り
、「
以
て
之
を
貫
く
」
と
は
恕
で
あ
る
。（「
一
」
と
「
以
て
之
を
貫
く
」
と
は
）
体
と
し
て
は
一
つ
で
あ
っ
て
用
と
し

て
は
異
な
る
。（
萬
人
傑
録
）

注（
１
）
萬
人
傑
―
「
人
傑
」
は
（
里
４
・
１
）
に
既
出
（
そ
の
注
（
１
）
を
参
照
）。

［
里
15
・
10
／
二
七
・
十
］
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本　

文

忠
恕
一
貫
。
忠
在
一
上
、
恕
則
貫
乎
萬
物
之
間
。
只
是
一
箇
一
、
分
著
便
各
有
一
箇
一
。
老
者
安
之
、
是
這
箇
一
、
少
者
懷
之
、
亦
是
這
箇
一
。

朋
友
信
之
、
亦
是
這
箇
一
、
莫
非
忠
也
。
恕
則
自
忠
而
出

（
１
）

、
所
以
貫
之
者
也
。（
謨
）

校　

勘

（
１
）
恕
則
自
忠
而
出
―
楠
本
本
で
は
「
恕
則
自
中
而
出
」
に
作
る
。

訓　

読

忠
恕
は
一
貫
な
り
。
忠
は
一
の
上
に
在
り
、
恕
は
則
ち
萬
物
の
間
を
貫
く
。
只
是
だ
一
箇
の
一
の
み
に
し
て
、
分
著

ち
ゃ
く

す
れ
ば
便
ち
各

お
の
お
の

一
箇

の
一
有
り
。「
老
者
は
之
に
安
ん
ず
」、
是
れ
這
箇
の
一
、「
少
者
は
之
に
懷
く
」、
亦
た
是
れ
這
箇
の
一
、「
朋
友
は
之
を
信
ず
」、
亦
た
是
れ
這

箇
の
一
、
忠
に
非
ざ
る
莫
き
な
り

（
１
）

。
恕
は
則
ち
忠
よ
り
し
て
出
で
、
之
を
貫
く
所
以
の
者
な
り
。（
周
謨（
２
））

口
語
訳

　

忠
恕
は
一
貫
で
あ
る
。
忠
は
一
の
上
に
あ
り
、
恕
は
万
物
の
間
を
貫
い
て
い
る
。
一
に
過
ぎ
ず
、
分
け
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
一
が
あ
る
。（『
論
語
』

公
冶
長
篇
第
二
十
五
章
の
）「
老
者
は
之
に
安
ん
ず
」
は
こ
の
一
で
あ
り
、「
少
者
は
之
に
懷
く
」
も
こ
の
一
で
あ
り
、「
朋
友
は
之
を
信
ず
」

も
こ
の
一
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
忠
で
な
い
も
の
は
な
い
。
恕
は
忠
よ
り
出
て
、
貫
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
。（
周
謨
録
）
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注（
１
）
老
者
之
…
…
き
な
り
―
「
老
者
安
之
」、「
少
者
懷
之
」、「
朋
友
信
之
」
は
、『
論
語
』
公
冶
長
篇
第
二
十
五
章
に
「
顏
淵
、
季
路
侍
。
子
曰
、
盍
各
言
爾
志
。

子
路
曰
、
願
車
、
馬
、
衣
、
輕
裘
、
與
朋
友
共
、
敝
之
而
無
憾
。
顏
淵
曰
、
願
無
伐
善
、
無
施
勞
。
子
路
曰
、
願
聞
子
之
志
。
子
曰
、
老
者
安
之
、
朋
友

信
之
、
少
者
懷
之
。」
と
あ
る
。

（
２
）
謨
―
「
周
謨
」
は
（
里
10
・
２
）
に
既
出
（
そ
の
注
（
１
）
を
参
照
）。

［
里
15
・
11
／
二
七
・
十
一

（
１
）
］

本　

文

忠
是
一
、
恕
是
貫
。
忠
只
是
一
箇
真

（
２
）

實
。
自
家
心
下
道
理

（
３
）

、
直
是
真
實

（
４
）

。
事
事
物
物
接
於
吾
前
、
便
只
把
這
箇
真
實
應
副
將
去
。
自
家
若
有
一

毫
（
５
）
虛
偽
、
事
物
之
來
、
要
去
措
置
他
、
便
都
不
實
、
便
都
不
合
道
理
。
若
自
家
真
實
、
事
物
之
來
、
合
小
便
小
、
合
大
便
大
、
合
厚
便
厚
、
合

薄
便
薄
、
合
輕
便
輕
、
合
重
便
重
、
一
一
都
隨
他
面
分
應
副
將
去
、
無
一
事
一
物
不
當
這
道
理
。（
賀
孫
）

校　

勘

（
１
）
本
条
は
、
楠
本
本
「
子
曰
參
乎
章
」
に
は
な
い
。

（
２
）
真
―
「
真
」
は
和
刻
本
に
は
な
い
。

（
３
）
自
家
心
下
道
理
―
和
刻
本
に
は
「
貫
自
家
心
下
道
理
」
に
作
る
。

（
４
）
直
是
真
實
―
和
刻
本
に
は
「
真
是
見
得
」
に
作
る
。

（
５
）
毫
―
正
中
書
局
本
で
は
「
豪
」
に
作
る
。
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訓　

読

忠
は
是
れ
一
、
恕
は
是
れ
貫
な
り
。
忠
は
只
是
だ
一
箇
の
真
實
の
み
。
自
家
の
心
下
の
道
理
は
、
直
ち
に
是
れ
真
實
な
り
。
事
事
物
物 

吾
が

前
に
接ま

じ

は
れ
ば
、
便
ち
只
だ
這
箇
の
真
實
を
把
り
て
應
副
し
て
將
ち
去
く
。
自
家
に
若
し
一
毫
の
虛
偽
有
れ
ば
、
事
物
の
來
る
に
、
他
を
措
置

せ
ん
と
要
め
去
く
も
、
便
ち
都す

べ

て
實
な
ら
ず
、
便
ち
都
て
道
理
に
合
せ
ず
。
若
し
自
家
真
實
な
れ
ば
、
事
物
の
來
る
に
、
合
に
小
な
る
べ
け
れ

ば
便
ち
小
、
合
に
大
な
る
べ
け
れ
ば
便
ち
大
、
合
に
厚
か
る
べ
け
れ
ば
便
ち
厚
く
、
合
に
薄
か
る
べ
け
れ
ば
便
ち
薄
く
、
合
に
輕
か
る
べ
け
れ

ば
便
ち
輕
く
、
合
に
重
か
る
べ
け
れ
ば
便
ち
重
く
、
一
一
都
て
他
の
面
分
に
隨
ひ
て
應
副
し
て
將
ち
去
き
、
一
事
一
物
と
し
て
這
の
道
理
に
當

た
ら
ざ
る
無
し
。（
葉
賀
孫（
１
））

口
語
訳

　

忠
は
一
で
あ
り
、
恕
は
貫
で
あ
る
。
忠
は
真
実
に
他
な
ら
な
い
。
自
分
の
心
に
存
す
る
道
理
は
、
そ
の
ま
ま
真
実
で
あ
る
。
事
物
が
わ
が
身

に
接
す
る
と
き
に
は
、
こ
の
真
実
で
対
処
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
自
分
に
も
し
少
し
で
も
虚
偽
が
あ
れ
ば
、
事
物
が
到
来
し
た
時
、
そ
れ
を
処

理
し
よ
う
と
し
て
も
、
す
べ
て
不
実
で
あ
り
、
す
べ
て
道
理
に
合
致
し
な
い
。
も
し
自
分
が
真
実
で
あ
れ
ば
、
事
物
が
到
来
し
た
時
、
小
で
あ

る
べ
き
な
ら
ば
小
、
大
で
あ
る
べ
き
な
ら
ば
大
、
厚
で
あ
る
べ
き
な
ら
ば
厚
に
、
薄
で
あ
る
べ
き
な
ら
ば
薄
に
、
軽
で
あ
る
べ
き
な
ら
ば
軽
に
、

重
で
あ
る
べ
き
な
ら
ば
重
に
、
い
ち
い
ち
そ
れ
ら
の
情
実
に
従
っ
て
対
処
し
て
ゆ
き
、
ど
の
事
物
も
こ
の
道
理
に
あ
た
ら
な
い
も
の
は
な
い
。

（
葉
賀
孫
録
）

注
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（
１
）
賀
孫
―
「
葉
賀
孫
」
は
（
里
１
・
３
）
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
４
）
を
参
照
）。

［
里
15
・
12
／
二
七
・
十
二
］

本　

文

道
夫
竊
謂

（
１
）

、
夫
子
之
道
如
太
極
、
天
下
之
事
如
物
之
有
萬
。
物
雖
有
萬
、
而
所
謂
太
極
者
則
一
、
太
極
雖
一
、
而
所
謂
物
之
萬
者
未
嘗
虧
也
。

至
於
曾
子
以
忠
恕
形
容
一
貫
之
妙
、
亦
如
今
人
以
性
命
言
太
極
也
。
不
知
是
否
。
曰
、
太
極
便
是
一
、
到
得
生
兩
儀
時
、
這
太
極
便
在
兩
儀
中
、

生
四
象
時
、
這
太
極
便
在
四
象
中
、
生
八
卦
時
、
這
太
極
便
在
八
卦
中
。（
道
夫
）

校　

勘

（
１
）
道
夫
竊
謂
―
「
竊
謂
」
の
上
に
、
楠
本
本
は
「
因
讀
吾
道
一
以
貫
之
」
の
八
文
字
が
有
る
。

訓　

読

道
夫 

竊
か
に
謂
へ
ら
く
、
夫
子
の
道
は
太
極
の
如
く
、
天
下
の
事
は
物
の
萬
有
る
が
如
し
。
物
に
萬
有
り
と
雖
も
、
而
る
に
所
謂
太
極
な
る

者
は
則
ち
一
、
太
極
は
一
な
り
と
雖
も
、
而
る
に
所
謂
物
の
萬
な
る
者
は
未
だ
嘗
て
虧
け
ざ
る
な
り
。
曾
子
に
至
り
て
忠
恕
を
以
て
一
貫
の
妙

に
形
容
す
る
も
、
亦
た
今
人
の
性
命
を
以
て
太
極
を
言
ふ
が
如
き
な
り
。
知
ら
ず
是
な
る
か
否
な
る
か
を
。
曰
は
く
、
太
極
は
便
ち
是
れ
一
、

兩
儀
を
生
ず
る
時
に
到
り
得
て
、
這
の
太
極
は
便
ち
兩
儀
の
中
に
在
り
、
四
象
を
生
ず
る
時
、
這
の
太
極
は
便
ち
四
象
の
中
に
在
り
、
八
卦
を
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生
ず
る
時
、
這
の
太
極
は
便
ち
八
卦
の
中
に
在
り
、
と

（
１
）

。（
楊
道
夫（
２
））

口
語
訳

　
（
私
）
道
夫
が
思
い
ま
す
に
、
孔
夫
子
の
道
は
太
極
の
よ
う
で
あ
り
、
天
下
の
事
は
物
が
無
数
に
あ
る
よ
う
な
も
の
で
す
。
物
が
無
数
に
あ

る
と
し
て
も
、
所
謂
太
極
な
る
者
は
一
で
す
し
、
太
極
は
一
だ
と
し
て
も
、
所
謂
物
が
無
数
に
あ
る
の
は
こ
れ
ま
で
に
欠
け
た
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
。
曾
子
に
至
っ
て
忠
恕
で
一
貫
の
精
緻
な
本
質
を
た
と
え
た
の
は
、
今
人
が
性
命
で
太
極
を
説
く
よ
う
な
も
の
で
す
。（
以
上
の
見
解
は
）

正
し
い
の
で
し
ょ
う
か
。」
と
。

　

朱
子
が
答
え
た
、「
太
極
は
ま
さ
に
一
で
あ
り
、両
儀
（
陰
と
陽
）
を
生
じ
る
時
、こ
の
太
極
は
両
儀
の
中
に
存
在
し
、四
象
（
金
、木
、水
、火
）

を
生
じ
る
時
、
こ
の
太
極
は
四
象
の
中
に
存
在
し
、
八
卦
（
乾
（

）​、
兌
（

）​、
離
（

）​、
震
（

）​、
巽
（

）​、
坎
（

）​、
艮
（

）​、

坤
（

））
を
生
じ
る
時
、
こ
の
太
極
は
八
卦
の
中
に
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
」
と
。（
楊
道
夫
録
）

注（
１
）
太
極
は･･･

あ
り
、
と
―
「
太
極
便
是
一
、
到
得
生
兩
儀
時
、
這
太
極
便
在
兩
儀
中
、
生
四
象
時
、
這
太
極
便
在
四
象
中
、
生
八
卦
時
、
這
太
極
便
在
八

卦
中
」
は
、
周
敦
頤
「
太
極
図
説
」
の
「
太
極
動
而
生
陽
、
動
極
而
静
、
静
而
生
陰
。
静
極
復
動
。
一
動
一
静
、
互
為
其
根
。
分
陰
分
陽
、
両
儀
立
焉
」

に
対
す
る
朱
子
の
注
に
「
太
極
之
有
動
静
、
是
天
命
之
流
行
也
。
所
謂
一
陰
一
陽
之
謂
道
。
誠
者
、
聖
人
之
本
、
物
之
終
始
、
而
命
之
道
也
。
其
動
也
、

誠
之
通
也
、
継
之
者
善
、
万
物
之
所
資
以
始
也
。
其
静
也
、
誠
之
復
也
、
成
之
者
性
、
万
物
各
正
其
性
命
也
。
動
極
而
静
、
静
極
復
動
、
一
動
一
静
、
互

為
其
根
、
命
之
所
以
流
行
而
不
已
也
。
動
而
生
陽
、
静
而
生
陰
、
分
陰
分
陽
、
両
儀
立
焉
、
分
之
所
以
一
定
而
不
移
也
。」（
以
上
、「
太
極
図
説
解
」）
と

あ
る
。

（
２
）
道
夫
―
「
楊
道
夫
」
は
、（
里
６
・
３
）
に
既
出
（
そ
の
注
（
２
）
を
参
照
）。
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［
里
15
・
13
／
二
七
・
十
三
］

本　

文

忠
恕
而
已
矣
、
不
是
正
忠
恕
、
只
是
借
忠
恕
字
貼
出
一
貫
底
道
理
。
人
多
説
人
己
物
我
、
都
是
不
曾
理
會
。
聖
人
又
幾
曾
須
以
己
度
人
。
自
然

厚
薄
輕
重
、
無
不
適
當
。
忠
恕
違
道
不
遠
、
乃
是
正
名
、
正
位
。（
閎
祖
）

訓　

読

「
忠
恕
の
み
」
は
、
是
れ
正
に
忠
恕
な
ら
ず
、
只た
是
だ
忠
恕
の
字
を
借
り
て
一
貫
の
道
理
を
貼
出
す
る
の
み
。
人
多
く
人
己
物
我
を
説
く
も
、

都
て
是
れ
曾
て
理
會
せ
ず
。
聖
人
又
た
幾あ

に
曾
て
己
を
以
て
人
を
度は

か

る
を
須も

ち

ゐ
ん
や
。
自
然
に
厚
薄
輕
重
、
適
當
せ
ざ
る
無
し
。「
忠
恕 

道
を

違
へ
る
こ
と
遠
か
ら
ず

（
１
）

」
は
、
乃
ち
是
れ
正
名
、
正
位
な
り
。（
李
閎
祖（
２
））

口
語
訳

　
「
忠
恕
の
み
」
は
、
ま
さ
し
く
忠
恕
な
の
で
は
な
く
、
忠
恕
の
字
を
借
用
し
て
一
貫
の
道
理
を
掲
げ
た
だ
け
な
の
だ
。
人
は
よ
く
他
者
と
自

己
と
、
自
己
と
外
界
と
を
い
う
が
、
す
べ
て
わ
か
っ
た
こ
と
が
な
い
。
聖
人
は
さ
ら
に
ど
う
し
て
自
己
で
他
者
を
推
し
量
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
。

お
の
ず
か
ら
厚
薄
軽
重
は
、
例
外
な
く
適
切
な
の
で
あ
る
。「
忠
恕 

道
を
違
へ
る
こ
と
遠
か
ら
ず
」
は
、（
忠
恕
の
）
正
し
い
名
で
あ
り
、
正

し
い
位
で
あ
る
。（
李
閎
祖
録
）
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注（
１
）
忠
恕
道･･･

か
ら
ず
―
「
忠
恕
違
道
不
遠
」
は
、『
中
庸
』
に
「
忠
恕
違
道
不
遠
、
施
諸
己
而
不
願
、
亦
勿
施
於
人
。」
と
あ
る
。

（
２
）
閎
祖
―
「
李
閎
祖
」
は
（
里
12
・
２
）
に
既
出
（
そ
の
注
（
１
）
を
参
照
）。

［
里
15
・
14
／
二
七
・
十
四
］

本　

文

問
忠
恕
而
已
矣
。
曰
、
此
只
是
借
學
者
之
事
言
之
。
若
論
此
正
底
名
字
、
使
不
得
這
忠
恕
字
。
又
云
、
忠
字
在
聖
人
是
誠
、
恕
字
在
聖
人
是
仁
。

但
説
誠
與
仁
、
則
説
開
了
。
惟
忠
恕
二
字
相
粘
、
相
連
續
、
少
一
箇
不
得

（
１
）

。（
燾
）

校　

勘

（
１
）
本
条
は
、
楠
本
本
「
子
曰
參
乎
章
」
に
は
な
い
。

訓　

読

「
忠
恕
の
み
」
を
問
ふ
。
曰
は
く
、
此
れ
は
只た
是
だ
學
ぶ
者
の
事
を
借
り
て
之
を
言
ふ
の
み
。
若
し
此
の
正
な
る
の
名
字
を
論
ず
れ
ば
、
這
の

忠
恕
の
字
を
使
ひ
得
ず
、
と
。
又
た
云
ふ
、
忠
の
字
は
聖
人
に
在
り
て
は
是
れ
誠
、
恕
の
字
は
聖
人
に
在
り
て
は
是
れ
仁
な
り
。
但
だ
誠
と
仁

と
を
説
け
ば
、
則
ち
説
き
開
き
了
る
。
惟
ふ
に
忠
恕
の
二
字
は
相
ひ
粘
し
、
相
ひ
連
續
す
れ
ば
、
一
箇
を
少か

き
得
ず
。（
呂
燾（
１
））
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口
語
訳

　
「
忠
恕
の
み
」
を
質
問
し
た
。

　

答
え
た
、「
こ
れ
は
学
ぶ
者
に
こ
と
寄
せ
て
言
っ
た
だ
け
だ
。
も
し
一
貫
の
正
し
き
名
称
を
論
ず
る
と
す
れ
ば
、
忠
恕
の
字
は
使
え
な
い
。」

と
。

　

さ
ら
に
言
っ
た
、「
忠
の
字
は
聖
人
に
あ
っ
て
は
誠
で
あ
り
、
恕
の
字
は
聖
人
に
あ
っ
て
は
仁
で
あ
る
。
た
だ
誠
と
仁
と
を
説
け
ば
、
説
き

明
か
せ
る
の
だ
。
思
う
に
、
忠
恕
の
二
字
は
互
い
に
く
っ
つ
い
て
お
り
、
互
い
に
連
続
し
て
い
る
の
で
、
ど
ち
ら
か
一
文
字
す
ら
欠
く
こ
と
は

で
き
な
い
。」
と
。（
呂
燾
録
）

注（
１
）
燾
―
「
呂
燾
」
は
（
里
２
・
１
）
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
４
）
を
参
照
）。

［
里
15
・
15
／
二
七
・
十
五

（
１
）
］

本　

文

盡
己
爲
忠
、
推
己
爲
恕
。
忠
恕
本
是
學
者
事
、
曾
子
特
借
來
形
容
夫
子
一
貫
道
理
。
今
且
粗
解
之
、
忠
便
是
一
、
恕
便
是
貫
。
有
這
忠
了
、
便

做
出
許
多
恕
來
。
聖
人
極
誠
無
妄
、
便
是
忠
。
問
、
聖
人
之
忠
即
是
誠
否
。
曰
、
是
。
聖
人
之
恕
即
是
仁
否
。
曰
、
是
。
問
、
在
學
者
言
之
、

則
忠
近
誠
、
恕
近
仁
。
曰
、
如
此
、
則
已
理
會
得
好
了
。
若
中
庸
所
説
、
便
正
是
學
者
忠
恕
、
道
不
遠
人
者
是
也
。
忠
恕
違
道
不
遠
、
施
諸
己

而
不
願
、
亦
勿
施
於
人
、
只
是
取
諸
己
而
已
。
問
、
明
道
以
天
地
變
化
、
草
木
蕃
、
爲
充
擴
得
去
底
氣
象
、
此
是
借
天
地
之
恕
以
形
容
聖
人
之
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恕
否
。
曰
、
是
。
維
天
之
命
、
於
穆
不
已
。
一
元
之
氣
流
行
不
息
處
、
便
是
忠
。（
淳
）

校　

勘

（
１
）
本
条
は
、
楠
本
本
「
子
曰
參
乎
章
」
に
は
な
い
。

訓　

読

己
を
盡
く
す
を
忠
と
爲
し
、
己
を
推
す
を
恕
と
爲
す
。
忠
恕
は
本
と
是
れ
學
ぶ
者
の
事
な
る
も
、
曾
子
特
だ
借
り
來
り
て
夫
子
一
貫
の
道
理
を

形
容
す
。
今
且
く
粗
く
之
を
解
す
れ
ば
、
忠
は
便
ち
是
れ
一
、
恕
は
便
ち
是
れ
貫
。
這
の
忠
有
り
了
れ
ば
、
便
ち
許
多
の
恕
を
做
し
出
し
來
る
。

聖
人
は
極
誠
無
妄
、
便
ち
是
れ
忠
。
問
ふ
、
聖
人
の
忠
は
即
ち
是
れ
誠
な
る
や
否
や
と
。
曰
は
く
、
是
な
り
、
と
。
聖
人
の
恕
は
即
ち
是
れ
仁

な
る
や
否
や
と
。
曰
は
く
、
是
な
り
、
と
。
問
ふ
、
學
ぶ
者
に
在
り
て
之
を
言
へ
ば
、
則
ち
忠
は
誠
に
近
く
、
恕
は
仁
に
近
き
や
、
と
。
曰
は

く
、
此
く
の
如
け
れ
ば
、
則
ち
已
に
理
會
し
得
て
好
し
。
中
庸
の
説
く
所
の
若
き
は
、
便
ち
正
に
是
れ
學
ぶ
者
の
忠
恕
に
し
て
、「
道
は
人
を

遠
か
ら
ざ
る
」
者
是こ

れ

な
り
。「
忠
恕 

道
に
違
へ
る
こ
と
遠
か
ら
ず
、
諸
を
己
に
施
し
て
願
は
ざ
れ
ば
、
亦
た
人
に
施
す
勿
れ
」
は
、
只
だ
是
れ

諸
を
己
に
取
る
の
み
、
と
。
問
ふ
、
明
道 

天
地
變
化
し
て
、
草
木
蕃し

げ

る
を
以
て
、
充
擴
し
得
て
去
く
の
氣
象
を
爲
す
、
此
れ
は
是
れ
天
地
の

恕
を
借
り
て
以
て
聖
人
の
恕
を
形
容
す
る
や
否
や
と
。
曰
は
く
、
是ゼ

な
り
。
維
れ
天
の
命
、
於あ

あ

穆
と
し
て
已
ま
ず
。
一
元
の
氣 

流
行
し
て
息

ま
ざ
る
處
、
便
ち
是
れ
忠
な
り
、
と
。（
陳
淳（
１
））

口
語
訳
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「
己
を
尽
く
す
を
忠
と
為
し
、
己
を
推
す
を
恕
と
為
す
」。
忠
恕
と
は
も
と
も
と
学
ぶ
者
の
事
柄
で
あ
っ
た
が
、
曾
子
は
た
だ
忠
恕
を
借
用
し

て
孔
夫
子
一
貫
の
道
理
を
見
た
に
過
ぎ
な
い
。
今
、
ひ
と
ま
ず
大
雑
把
に
解
釈
す
れ
ば
、
忠
と
は
一
で
あ
り
、
恕
と
は
貫
で
あ
る
。
こ
の
忠
が

有
っ
て
こ
そ
、
多
く
の
恕
が
現
れ
る
の
だ
。
聖
人
は
極
め
て
誠
で
あ
り
無
妄
、
つ
ま
り
忠
な
の
で
あ
る
。」
と
。

　

質
問
し
た
、「
聖
人
の
忠
は
と
り
も
な
お
さ
ず
誠
な
の
で
し
ょ
う
か
。」
と
。

　

答
え
た
、「
そ
う
だ
。」
と
。

　
（
質
問
し
た
）「
聖
人
の
恕
は
と
り
も
な
お
さ
ず
仁
な
の
で
し
ょ
う
か
。」
と
。

　

答
え
た
、「
そ
う
だ
。」
と
。

　

質
問
し
た
、「
学
ぶ
者
に
あ
っ
て
言
え
ば
、
忠
は
誠
に
近
く
、
恕
は
仁
に
近
い
の
で
し
ょ
う
か
。」
と
。

　

答
え
た
、「
そ
う
で
あ
れ
ば
、
し
っ
か
り
と
理
解
し
て
い
よ
う
。『
中
庸
』
に
て
説
く
も
の
は
、
ま
さ
し
く
学
ぶ
者
の
忠
恕
で
あ
り
、「
道
は

人
を
遠
か
ら
ざ
る
」
も
の
で
あ
る
。「
忠
恕 

道
に
違
へ
る
こ
と
遠
か
ら
ず
、
諸
を
己
に
施
し
て
願
は
ざ
れ
ば
、
亦
た
人
に
施
す
勿
れ
」
は
、
忠

恕
を
己
に
あ
っ
て
求
め
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
、」
と
。

　

質
問
し
た
、「
程
明
道
は
「
天
地
変
化
し
て
、
草
木
蕃し

げ

る
」
に
よ
っ
て
、（
天
地
万
物
が
）
拡
充
し
て
ゆ
く
現
象
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
天
地

の
恕
を
借
用
し
て
聖
人
の
恕
を
表
現
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。」
と
。

　

答
え
た
、「
そ
う
だ
。「
維
れ
天
の
命
、
於あ

あ

穆
と
し
て
已
ま
ず
。」
一
元
の
気
が
流
行
し
続
け
る
さ
ま
、
こ
れ
が
忠
な
の
だ
。」
と
。（
陳
淳
録
）

注（
１
）
淳
―
「
陳
淳
」
は
（
里
１
・
２
）
に
既
出
（
そ
の
注
（
３
）
を
参
照
）。
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［
里
15
・
16
／
二
七
・
十
六
］

本　

文

主
於
内
爲
忠
、
見
於
外
爲
恕
。
忠
是
無
一
毫
自
欺
處
、
恕
是
稱
物
平
施
處
。（
德
明
）

訓　

読

内
を
主

つ
か
さ
ど

る
を
忠
と
爲
し
、
外
に
見

あ
ら
は

る
る
を
恕
と
爲
す
。
忠
は
是
れ
一
毫
す
ら
自
ら
欺
く
處
無
く
、
恕
は
是
れ
物
を
稱は

か

り
施
し
を
平
ら
か
に

す
る
處
な
り

（
１
）

。（
廖
德
明（
２
））

口
語
訳

　

内
面
を
統
率
す
る
の
が
忠
で
あ
り
、
外
面
に
現
れ
る
の
が
恕
で
あ
る
。
忠
と
は
ご
く
わ
ず
か
に
も
自
分
自
身
を
欺
く
こ
と
が
な
く
、
恕
と
は

「
ほ
ど
ほ
ど
を
は
か
り
考
え
て
施
し
を
公
平
に
す
る
」
こ
と
で
あ
る
。（
廖
德
明
録
）

注（
１
）
恕
は
是･･･

處
な
り
―
「
稱
物
平
施
」『
易
』
謙
の
「
彖
傳
」
に
「
象
曰
、
地
中
有
山
。
謙
、
君
子
以
裒
多
益
寡
、
稱
物
平
施
。」
と
あ
る
。

（
２
）
德
明
―
「
德
明
」
は
、廖
德
明
（
乾
道
五
年
（
一
一
六
九
）
進
士
）
字
は
子
晦
、号
は
槎
溪
。
南
劒
川
順
昌
県
（
江
西
省
）
の
人
。『
門
人
』
第
二
八
七
頁
、『
書

院
』
第
五
六
頁
、『
年
攷
』
第
一
〇
一
頁
、『
学
案
補
遺
』
巻
六
九
を
參
照
。
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［
里
15
・
17
／
二
七
・
十
七
］

本　

文

忠
因
恕
見
、
恕
由
忠
出
。（
閎
祖
）

訓　

読

忠
は
恕
に
因
り
て
見

あ
ら
は

れ
、
恕
は
忠
に
由
り
て
出
づ
。（
李
閎
祖（
１
））

口
語
訳

　

忠
は
恕
に
も
と
づ
い
て
出
現
し
、
恕
は
忠
に
よ
っ
て
出
現
す
る
。（
李
閎
祖
録
）

注（
１
）
閎
祖
―
「
李
閎
祖
」
は
（
里
12
・
２
）
に
既
出
（
そ
の
注
（
１
）
を
参
照
）。




